
■＜歩道＞と＜階段＞により発生する＜空き家＞

人口減少とともに起こっている問題が空き家問題である。空き家の多くは平屋建てであり、トタンなどの安価

な材料が使われた物が多く、既に居住が不可能であったり、多くの手直しが必要であったりと、ストックとし

て利用する事を考えても、あまり価値のない物が多い。また、一軒が空き家化すると連鎖的に周囲にも空き家

が広がっていくという特性も認められる。これは空き家の元居住者の年齢や住宅の出来た時期などが重なって

いる事が、１つの要因として考えられるだろう。また、建物を取り壊し空地になると固定資産税が家が建って

いる状態に比べ約 6倍になるということも、空き家が放置される原因となっている。 横須賀の空き家率平均は

7.5%、谷戸全体の平均は 7.9% となっており、谷戸における空き家率は他の地域よりも平均すると高いことが

わかる。しかし、谷戸によっては空き家率が 18.5% に達する地域もあれば、空き家がほとんど無い地域もある。

これは先述した「道」が住宅にどのように接しているかに依拠している。 それは「道」の問題は「車」の利用

の問題に直結している為である。車を所有している家というのは、他の地域と変わらず、徒歩圏内の外側にあ

る公共施設へのアクセスが容易であるのに対し、家に車を横付けできない家というのは生活の圏内が狭まると

いうことを意味する。

かつての谷戸は地区ごとに商店やスーパー、銭湯等が存在していたが、現在谷戸に残るものはほとんど皆無で

ある。買い物宅配サービスを利用しようにも、階段が多すぎてサービスを受けられないケースもある。買い物

ができなくなることを理由に他地域へ移り住む高齢者もいる。また、そのような地域こそ、同時に少子高齢化

が進行しており、高齢者だけでなく子育て世代の流出が起こっている事もわかる。このような事態が起こって

いる要因として、谷戸地域の道の形成が関係している。 

谷戸地区の道はちょうど谷となっている場所に伸びている「車道」と、そこから垂直に斜面を上っていく「歩

道」の二つにほとんどが分類される。この「歩道」とは道路幅が狭く、車が入っていく事が出来ないものを指

す。また、この「歩道」は多くの階段を有しており、むしろ、車道のすぐ横から直接階段が始まる事も多い。

スクーターや自転車のような小型の移動手段は階段脇につけられたスロープを使い通行できる箇所もあるが、

階段の存在により、道幅としては車が通行する事が出来たとしても、必然的に車は通行する事が出来ず、車を

持つ事が出来ない家が多く存在する事がわかる。 また、直行方向に歩道がついている事により、多くの行き止

まりが発生し、直線距離にすればすぐ近くの場所に行くにしても、住宅が邪魔をし、迂回し階段を上り下りし

なければならず、行き当たりばったりで開発されていった事が非常によくわかる。 このように車が入る事の出

来ない現状により、消防車が入っていく事が困難なため、火災への脆弱性や建設の困難化といった難点も同時

に発生している。 高齢化が進む中、このように階段が多く垂直的な移動を強いられる事は、物理的な問題にお

いて、人々がこの地を去っていく要因となる事は容易に想像できる事である。

■マスタープランの欠如した＜谷戸＞の道

　横須賀の街を広域で見てみると、商店や公共施設といった「生活に密接に関係する要素」が埋め立てられた

湾岸の平地部分や谷戸を超えたところにある大きな平場に存在し、人々の生活の中心の地である起伏の激しい

「谷戸」地域にはほとんど見られないという事がわかる。また、現在は食材等の日用品を買う際には、埋め立

て地にたつ巨大ショッピングセンターに人々が集中するという結果を生んでいる。つまり、これらにアクセス

するために横須賀に住む人々は車の所有を要求される事となる。

現在する公共建築を見てみると機能の不透明さや、機能の重複という問題点が挙げられる。これはそれぞれの

施設の名称、目的、対象年齢を定義してしまっているため、建物の器としては可能にも関わらず、目的や年齢

がそぐわないと言った理由で、使用が限られてしまっている。その施設内で完結し、他の施設間とつながりを

持たないため発生している問題であるように思える。

 また、老朽化が進んでいる建物が多く、市が定めた 50年で大幅改修、70年で立て替えという基準に則ると、

2013 年時の見通しでは 2023 頃から大規模改修のみでは対応しきれず、多くの建物に建て替えの必要性が出

てくる事がわかっている。 この３つの公共施設における問題点を再考することで、街の在り方を考える足がか

りとしていく。

■生活と乖離した＜公共施設＞と＜商店＞
　＜重複する公共建築の機能＞と＜老朽化＞

横須賀谷戸計画2050

人間というものから切り離されることで発展していった街「横須賀」。

現在人口減少率全国一位の街としても知られている。

しかし、横須賀の街を実際に歩き回ってみると、海に面し、また豊かな地形を有しており ,

人間が生活を送る環境としては非常に魅力的である。

今回の提案ではその横須賀の有する特徴として最も象徴的である、＜谷戸＞と言う地域を取り上げ、

2050 年という１つの点を定め、その豊かな地形や既存の要素を活かしながら、

人間の生活というものに再び近づけていこうとする取り組みである。

人々が「家」という閉じた１つの単位ではなく、「街」という単位の集合した住まいで生活することにより、

豊かな生活を送るきっかけとなるのではないだろうか。
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　横須賀市は神奈川県の南東部に位置する三浦半島に位置し、起伏が多い地形と東側に東京湾、西側に相模湾に面する。特に相模湾側は自然が多く残っており、農業

が盛んである。また自衛隊や米軍基地が置かれるなど、軍港としても知られている。また、市内中心部から都心まで電車で約 1時間、車で約 1時間 15分程ということ

もあり、郊外のベッドタウンとしての性質も有している。

かつては軍港として栄えた、神奈川県横須賀市の現在の人口は約 41万人程である。ピークだった 1992 年に比べ約 6％減り 2013 年には人口減少数が全国トップとなっ

た。しかし、人口減少率は地域により異なり、突出して人口減少が起こっている地域として「谷戸地域」が挙げられる。「谷戸」とはリアス式海岸のように谷が入り組

む地形を指す。この「谷戸」という地域に注目する事で横須賀の問題点が露になるように思える。

機能を抽出し色分けすると、ほとんどが重複している事がわかる

公共建築築年数（一部) 対象敷地周辺の公共建築の築年数

種別 築年数(2015年時） 2020年 2030年 2040年 2050年

坂本青少年の家 文化施設 21 26 31 47 57

青少年会館 文化施設 45 50 55 71 81

中央図書館 図書館 53 58 63 79 89

児童図書館 児童図書館 41 46 51 67 77

はまゆう公園 スポーツ公園 27 32 37 53 63

不入斗公園 スポーツ公園 43 48 53 69 79

総合体育館メインアリーナ 体育館 37 42 47 63 73

総合体育館サブアリーナ 体育館 19 24 29 45 55

豊島小学校 小学校 59 64 69 85 95

鶴久保小学校 小学校 45 50 55 71 81

桜小学校 小学校 33 38 43 59 69

坂本中学校 中学校 52 57 62 78 88

不入斗中学校 中学校 50 55 60 76 86

看護専門学校 看護学校 51 56 61 77 87

上町幼稚園 幼稚園 44 49 54 70 80

老人デイサービスセンター 介護センター 23 28 33 49 59

うわまち病院 病院 51 56 61 77 87

築50年以上 築70年以上

築50年 築70年

直線距離：約7m
迂回距離：約330m

高低差：約4m
歩行上下差合計：約24m

AからBにいく場合、直線距離70mに対して、330m歩かないと到着する事が出来ない
また、24mの上り下りをしなければならない

谷戸地域

公共建築 教育施設

尾根道付近の空き家分布

＜公共施設＞と＜商店＞と＜谷戸＞

＜谷戸＞の行き止まりの＜道＞

車道 歩道 階段 空き家 半空き家 バスネットワーク 計画範囲

車道 歩道 階段

問題を孕む横須賀の＜谷戸＞



階段車道 歩道 空き家既存の道

＜歩道＞と＜車道＞にのみ注目する。
街区内に＜車道＞がわずかながら入り込んでいる事がわかる。

＜コンターライン＞に注目する。
計画範囲内は＜4つの台地＞で出来ていながら、連続した＜水平的なつながり＞を持つ事
がわかる。

同じように＜4つの台地＞それぞれから、その台地の中において水平に貫くコンターラ
インを抽出する。
この際、標高の決定はそれぞれの台地の地形により左右される。

抽出した＜コンターライン＞と＜既存の道＞のレイヤーを重ね、重複する部分は＜既存の
道＞、被らない箇所は＜コンターライン＞を使用する事で、台地内を水平方向に連続する
＜サークル＞が構成される。

それらを＜既存の道＞や橋を架ける事によって連結する事で、全体としての＜サークル＞
が形成される。
これにより、同じ様に他の街区へも＜サークル＞が延長していく。

＜サークル＞に沿うようにして様々な＜レイヤー＞を重ねる事で生活の場を展開していく。

Phase 4 : コンターラインと既存の道を重ねる Phase 5 : サークルを連結する Phase 6 : レイヤーを重ねあわせるPhase 1 : 道に注目する Phase 2 : コンターラインに注目する Phase 3 : エリア毎にコンターラインを抽出する

Phase 4 : 空き家を壊し新たな道をつくる Phase 5 : サークルが形成される Phase 6 : 既存の道や橋でサークル同士を連結するPhase 1 : エリアを貫くコンターを場所毎に数本抽出 Phase 2 : 水平方向の既存の道を抽出 Phase 3 : 空き家を抽出

<コンター>に沿った <既存の道 >をピックアップする ＜空き家＞をピックアップする ＜空き家＞を壊し、＜新たな道＞を通す ＜新たな道＞と＜既存の道＞を組み合わせ、＜サークル＞を生成 ＜既存の道＞により、他の地点の＜サークル＞と連結する水平方向に貫く＜コンター＞を場所毎にピックアップする

＜サークル＞の生成

＜サークル＞となる＜道＞の生成

サークル階段車道 歩道 既存の道歩道橋

サークル新たな道

2015年 予想2050年

対象地域住宅数(軒） 2700 2700

空き家軒数(軒） 378 756

空き家率 14% 28%

実働住宅戸数(軒） 2322 1944

計画集合住宅居住人数

（人）

- -

人口 6658 5126.66

1ha辺りの人口 83.75 64

重層する＜レイヤー＞

＜コンターライン＞や＜既存の道＞といった既存の要素を手がかりに、都市スケールで水平ネットワークとなる＜サークル＞を形成する。

＜コンターライン＞や＜既存の道＞に加え増え続けている＜空き家＞を手がかりにし、そこを壊す事で＜サークル＞となる道を形成する。

今回の提案では 2050 年という点を仮定して、横須

賀の街のあるエリアを再構成し、人間が生活を送る

「集合した住まい」としての街の在り方を目指す。

2050 年の横須賀を条件とするに際し、国土交通省

が出している予想に則り予想をたて、その数値を１

つの指標とし、集合住宅の収容人数等や戸数を決定

し、提案を行っていく。

＜2050 年＞＜サークル＞と＜レイヤー＞

既存の要素を手がかりに、起伏が激しく垂直方向の移動が主の横須賀の＜谷戸＞において、水平的に広がる

＜サークル＞状の新たなネットワークを生成する。また、そのネットワーク上に生活関わる様々な要素を住居

と共に＜レイヤー＞状に重ねあわせる事で、横須賀の街の中にもう１つの街をつくりだす。これらにより、＜

家＞という閉じた１つの単位ではなく、街という単位の＜集合した住まい＞を生成する。

 また、＜サークル＞と＜レイヤー＞という新たな要素は、新陳代謝をしていく都市の中において、絶対的な形

態や機能ではなく、それぞれの要素の「在り方」であると考え、その「在り方」自体を設計の対象とする。こ

のような形としての明確な完成系を持たない、「在り方」としての街を提案する。

＜在り方＞としての＜サークル＞と＜レイヤー＞

水平動線となる＜サークル＞



サークル内の移動手段は車ではなく、徒歩を基本としたバイクや自転車等小型の移動手段が基本となる。しかし、外の街との繋がりとい

う面を見てみると、車やバスの様な長距離を高速で移動するような移動手段が是認されるべきである。生成された＜サークル＞と＜車道

＞の関係に注目する事で、これらの問題を解決する。

＜サークル＞は水平的に広がるため、＜車道＞が貫いていたり、接していたりする事がわかる。これにより、車は＜サークル＞の高度まで

アクセスする事が出来る。

谷となっている部分に車道がつくられているため、架けられた＜橋＞の下は必然的に車道になっている。その部分に縦動線となるエレベー

ター等を儲ける。それにより、＜サークル＞と＜車道＞間を直にアクセスする事が可能になる。

これらのポイントに駐車場を設けることで、車の使用が可能となる。また、カーシェアリングを行うことで、谷戸の住人は様々な箇所で

車を利用する事が出来る。

また、バスのルートをサークル内部に貫通させ、縦動線付近に新たにバス停を作ることで、公共交通機関を通して街へとつながっていく。

＜交通＞のレイヤー

4 つの台地にそれぞれに１つずつ生活日用品が取り扱われる小規模な＜マーケット＞が置かれ、＜サークル＞を用いた宅配サービスや移動

販売の拠点となる。また、＜マーケット＞には搬入のための＜車道＞が直接隣接する地点に配置される。

街に点在した集住などにパン屋や美容院のような専門店が分散する。

＜マーケット＞のレイヤー
公共施設を専門性を必要とするものと、必要としないものの二つに分類する。

専門性を必要とするものは、ある分野の専門的な設備や備品を持ち、ある程度の面積を要求されるものである。専門性を持つ公共施設は

地形的に4つに分割されている各エリアに特色を与えるようそれぞれ配置する。各エリアの特色は既存の施設や周辺の地形的な環境によっ

て決定される。またそれらは、既存の公共施設のように独立し街の腫瘍になるのではなく、街に開かれ、その施設の利用を目的としない

一般の人々にも開放されるように、配置計画を行う。

専門性を必要としないものは、構成要素を解体し集合住宅に挿入する。これらは生活の延長にある機能であるといえる為、より生活に近

いレベルでそれらの使用が可能となる。また、集合住宅は＜ニワ＞を取り巻くため、＜サークル＞上で公的な活動が展開される事となる。

＜公共施設＞のレイヤー

行われうるアクティビティを性質毎に分け
用途を与え集合住宅に入れ込む。
＜ニワ＞に面して配置される事で、
＜サークル＞上で日常の活動が展開される。

■専門性を必要とするもの　■＜ツボニワ＞の生成 ■専門性を必要としないもの
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近似した高さの谷地 橋として建物をつくる事で、
人の居場所を作り出すと共に
水平、垂直動線を作り出す

＜サークル＞、＜縦動線＞の生成

サークル

箱と広場が無関係に建ち、
間を車道が間を貫く事で、
双方が孤立している

建物により広場を形成し、
＜サークル＞がその中を貫通する事で、
街と公共施設が関係付けられていく

＜ニワ＞と＜サークル＞の一体化

サークル

要素を抽出

公園

＜サークル＞上に様々な機能の建物を付随した＜ニワ＞が配される事で、＜サークル＞がひだ状となり、単に通行する道としてではなく、シークエンスを
持った人々の居場所を内在するものとなる。

＜空き家＞の解体により＜ツボニワ＞を生成

+

■＜サークル＞と＜ニワ＞の一体化 ■＜地形＞＜ニワ＞等による基準線の設定

＜サークル＞

＜ニワ＞

空き家

サークル

解体し、＜ツボニワ＞へ

サークル

新しく建てられる住居には様々な要素を与える。新たな集合住宅とそれに付随する＜ニワ＞の在り方が、無秩序に発展していった既存の

住宅や周囲に新たに建てられる住宅の建ち方や在り方を決める座標軸となり、新たな住宅の在り方が生成される。住宅を形成する要素と

しては以下のものが挙げられる。 

1. 公共、共用機能を内包する事 ー エリア毎の特色 　2. 防火水槽 ー 屋根の形態

3. ニワをとりまく事 ー 建ち方の 4つのパターンと座標軸の形成 4.２つのユニットタイプを持つ事 ー 様々な世帯を許容する

5. 既存、一般の住宅との接続 ー ＜集合住宅＞と＜ニワ＞による＜座標軸＞ 　6. サークルと住戸の連結

これらを用いる事で、＜サークル＞を中心とした生活を送る事を目的する。

＜住居＞のレイヤー＜ニワ＞のレイヤー
＜サークル＞上に人々の居場所となる＜ニワ＞を点在させていく。＜ニワのレイヤー＞には２つのパターンを与える。恒久的な物である＜

ナカニワ＞と暫定的な物である＜ツボニワ＞である。

　＜ナカニワ＞は防災領域において決定される。そして、＜ナカニワ＞には住宅と防火水槽が付与される。谷戸は平場が少なく標準の大き

さの防火水槽が作る事が困難なため、半径 70m間隔に設定しサイズは標準の 1/2 程度とする。またそれは生活用水を兼ねる。それらを車

道に接しない住宅を内包するようにして配置が決定される。

＜ツボニワ＞は「空き家」を解体する事で形成される。「空き家」の解体費に行政が補助金を出すとともに、次の用途が決まっていなければ、

寄付され緑地化する。これにより、小さな緑地が街に点在し、密集よる延焼を防ぐ事にもなる。

2F賃貸 ブリッジ ナカニワ サークル ニワ

公共部

共用部

ツボニワ

連動利用

斜面、ツボニワ方向に開く

水を流す屋根と
それを溜める防火水槽

＜地形＞、＜ニワ＞、集合住宅の＜外形＞＜公共部＞＜共用部＞によって作られた＜軸＞により住宅
の計画の際の＜基準線＞が生成される事で、一般の住宅は開く方向が定義され、塀により閉鎖的で
あった街が塀を用いない、＜サークル＞を中心とした街へと変容する。

■＜サークル＞に接する＜公共部＞と＜共用部＞
塀により閉鎖的であった街路に、＜ニワ＞と＜集合住宅＞等を配置する事で生まれた＜基準線＞が設
定されることで、一般の住宅は開く方向が定義され、塀を用いずに＜サークル＞を中心とした街が
形成される。

専門性を必要とするものは、＜サークル＞と積極的に連動させるよう、それぞれの築年数に応じて建
て替え、改築、増築等を行っていく。その際、＜ニワ＞や＜縦動線＞なども同時に付加する事で、人
間を中心とした街が形成されていく。

塀により閉鎖的であった街路に、＜ニワ＞と＜集合住宅＞等を配置する事で生まれた＜基準線＞が設
定されることで、一般の住宅は開く方向が定義され、塀を用いずに＜サークル＞を中心とした街が
形成される。

ニワと斜面方向に開く

二階に玄関と

リビングを持ってくる

二階と一階の

開く方向を分離する

斜面に対してのみ開く

斜面とツボニワに開く

公共部 共用部

挟み型 ― ニワの創出

1

階段型 ― 階毎の独立による方向性の明確化 ピロティ型 ― 半外部と断面的アクセス

貫通型 ― サークルの半屋外化

連結型 ― サークルの生成と縦動線

付属型 ― ニワ＋サークルの拡幅

4

囲み型 2 ― 他のボリュームとの対応

3

差し込み型 ― サークルの拡幅

2

囲み型 1 ― 地形との対応

連結型 ―既存住宅等とサークルの連結

■建ち方のパターン　―　  ＜サークル＞との接続と他の建物の＜基準線＞の制定

新築、改築、増築する建物は＜サークル＞というものに対応する事を目的としたパターンが適応される。

パターンの内容は、「ボリュームの形体」「平面的操作」「断面的操作」の 3つである。

これらがそれぞれ地形や既存の住宅等に対して組み合わせて使用される事で、建物を設計する際に＜サークル＞というものがより意識的に扱われるようになる。

また、これらの操作によって作られた＜ボリューム＞や＜ニワ＞が周囲の建物が計画される為の手がかりである「基準線」となる

7 10

5

6

断面的操作

平面的操作ボリュームの形体

複合型例

L字型

B

B+B

L 字型

直線型

直線型

A

A+B

アクセス ニワ＋サークル

開放方向

半屋外

ニワ＋サークル

8 9

歩道車道 マーケット駐車場 サークル 集合住宅サークル 専門性を必要とする公共施設サークルサークル 既存バス 既存バス停 新バス 新バス停 縦動線 半径70m ナカニワ

3 4 10

BA

アクセス 連動

ニワを介した通り抜け

サークル

ナカニワ

2 95

B

上下への抜け

水平動線と縦動線の生成

サークル

ナカニワ

周辺ボリュームと共にニワを生成

斜面方向への眺望

ナカニワ

サークル

3 5 6

A+B



住居

マーケット

公共施設

地形

公共施設
公共交通機関

サークル

集合住宅
マーケット

断面的分布 立体的分布

＜サークル＞と＜レイヤー＞を地形に合わせ重層させることで、立体的なネットワークが形成される。それぞれが互いに影響を与えあう事で街が活性化されていく。

＜ニワ＞を内包する文化センター 人々に開放されたグラウンド

＜ニワ＞と共にある集合住宅 ＜ニワ＞を＜サークル＞が貫通する

点在する＜ツボニワ＞と＜ナカニワ＞ ＜ナカニワ＞を一般の住宅と共に作り出し、共有する

＜サークル＞と＜レイヤー＞の立体的な分布


